
情報教育部長 仲田 英二 

情報教育部の仲田といいます。本校のICTの状況を説明する前に私がICTに関わるようになった経緯を簡単に説

明させてください。 

私は元々パソコンなどが好きでも得意でも専門で学んだわけでもなく、30数年前初任校で学習用パソコン

（Windows3.1）が5台整備され、若いお前が使ってみろと先輩から言われたことがスタートです。その当時学校では

ワープロ専用機が主流でパソコンは一般的ではありませんでした。それ以来学校のホームページを作成したりパソコ

ンのメンテナンスをしたりサーバーやネットワークを管理したりする仕事をずっと続けることになってしまいまし

た。 

本校には9年前に着任しましたが、当時iPadは1台もなく、当然Wi-Fiもありま 

せんでした。教育財団の助成金や学校の予算で少しずつWi-Fiを設置しiPadも増 

やしていき、数年前に国の「GIGAスクール構想」が始まると、小中学生に一人一 

台の情報端末と高速なネットワークが整備されました。現在約100台の学習用iPad 

と、約10台の学習用WindowsPC、約20台の指導用iPad、約40台の指導用

Macbook、約20台の大型モニターなどがあり、校内どこでも高速なWi-Fiに接続できるようになっています。 

 これらのICT機器を職員みんなが使いこなせるように毎年校内で研修会を開いており、iPadやMacbookの使い方

やアプリの紹介、Google Workspace for Educationの使い方などの研修を行ってきました。現在それぞれの学年や学

級、グループでiPadなどを使っていろいろな取り組みが行われています。例えば、図画工作で作成方法をプレゼン

テーションアプリや動画で提示したり、音楽アプリを使ってリズムを作成してみたり、ノートを文字で書くことが難

しい場合は音声入力を使って文字を入力したりと児童生徒一人一人に合わせた活用が進んでいます。これらの例は本

校公式Twitterなどで随時情報発信しています。 

 ひょっとしたら保護者の皆さんのなかには、うちの子にはiPadなどのICT機器は難しいと考える方もいらっしゃ

るかもしれません。一つの事例を紹介させてください。最初の1年目には全くiPadに興味がなかったお子さんが、2

年目には触っていく中で少しずつ興味をもつようになり、３年目にはスワイプ（画面を指で滑らせる動作）ができる

ようになり、4年目にはアプリをタッチして立ち上げ、5年目には自分でかなりの操作ができるようになったのです。 

一人一人成長の仕方や必要な時間は異なりますが、まずはやってみることが大事だと考えます。そして諦めず継続す

ることです。これは元 I々CTが得意ではなかった私自身の実感でもあるのです。 

 

 

 

 

                     

 

 

            



 

 

文化・体育部 田村 

第37回北海道肢体不自由・病弱教育校スポーツ大会が、８月29日（火）本校を会場に今年度もオンラインで開催

されます。本校からは、出場希望のあった小学部５年生から中学部３年生の児童生徒合計11名が選手として出場しま

す。競技内容は、「車椅子30ｍ折り返し走」「30ｍ折り返し走」「申告レース」「テニスボール正確投げ」「バレーボー

ル正確転がし」「ハンドアーチェリー」などです。今年度は「ハンドアーチェリー」がプレ競技として追加されていま

す。 

参加する学校は、北海道真駒内養護学校、北海道手稲養護学校、北海道網走養護学校、北海道旭川養護学校、北海

道函館養護学校、本校を合わせての６校です。スポーツの大会ということで他校との真剣な勝負はもちろんですが、

普段関わることの少ない他校の児童生徒さんと交流し、親しくなることも一つの目的となっています。 

 選手一人一人が自分の力を発揮できるように夏休み前の７月から練習に取り組み、大会に向けて頑張っています。

多くの皆様の応援をよろしくお願いいたします！ 

 

 
 

学校運営部 釜平 

残暑が厳しい中ですが、２学期が始まりました。児童生徒の登下校（送迎）時についてのお知らせとお願いです。 

今一度ご確認よろしくお願いします。 

 ・敷地内は一方通行です。走行は最徐行で行ってください。 

・遅刻、早退の際は各学習場所までの送迎をお願いします。 

・係の誘導や指示に従ってください。 

・児童玄関から扇型中の駐車場に横断歩道ができました。走行の際に今一度確認をお願いします。 

登下校時の交通安全に御協力頂きありがとうございます。今学期もよろしくお願い致します。 

https://www.irasuto  

７月12日～14日に2泊３日で、５名の生徒が登別方面へ見学旅行に行ってきました。 

マリンパークニクス、伊達時代村を見学して、登別第一滝本館に宿泊。温泉に入って、焼き肉やハンバーグ、からあげ

等もりもり食べて、お腹もいっぱい。みんなの良い表情をたくさん見ることができた旅行でした。旅行前は、「楽しみも

あるけど、不安。心配。」と話していた生徒が、帰ってきたときに「みんなで泊まると楽しいね！」と言ってくれたこと

が、とても嬉しい変化でした。残念ながら一緒に行けなかった学年の友だちには 

当日買った“鬼”の絵はがきにシールを貼ったり、 

メッセージを書いたりして、送りました。 

思い出を振り返りながら写真を見て、拓養祭など 

今後の学習活動に繋げていこうと考えています。                       

中学部３年 山田恵梨 


